
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

６月には『歯と口の健康週間』があり、歯と口の

健康について考え直した方も多いと思います。 

 

「年をとったら、歯が悪くなるのはしかたない」 

「もともと歯が丈夫じゃないから…」 

「１日３回、歯をみがいているから大丈夫」 

「痛くなったら、歯医者に行けばいい」 

 

こんな風に考えている方が多いようですが、すべ

て誤解です。まだまだ多くの方が、歯と口の健康

について、たくさん誤解しています。 

 

例えば、毎日の歯みがき。１日３回ただ歯をみが

いても、それはむし歯や歯周病を予防することに

はなりません。 

 

 

 

 

 

ひとことで『歯周病』と言っても、その症状はさ

まざまです。前回は初期段階の「歯肉炎」のお話

をしました。 

 

歯肉炎のお話の中で、何度か出てきたキーワード

は『炎症』ですが、炎症とはどのようなものか、

今回はその補足をしてみたいと思います。 

 

そもそも『炎症』とは、身体が何らかの有害な刺

激を受けたときに現す反応で、それによって身体

に何らかの変化が現れることです。 

 

例えば、虫に刺されて患部が赤く腫れ上がったり、

花粉症で目が真っ赤になったり、これらを総称す

ると『炎症』になります。 

 

歯周病の場合、歯垢（プラーク）の中の細菌が悪

い刺激を与えることによって、歯ぐきに『炎症』

の反応が現れます。 

正しい歯のみがき方を覚えて、きちんと歯と口の

汚れを落とすことができてこそ、歯みがきでむし

歯や歯周病の予防ができるようになります。 

 

歯と口の健康を守っていけるようにアドバイス

させていただきますので、分からないことや疑問

に思うことは、どんどん質問してください！ 

 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

 

炎症には、５つの兆候（５大兆候）があります。 

 

・発赤 赤く色が変化する 

・熱感 熱が出る、熱をもつ 

・腫脹 腫れる、腫れ上がる 

・疼痛 痛む、ずきずき痛む、うずく 

・機能障害 使いづらくなる 

 

歯周病で分かりやすい変化は、まず『色』でしょ

う。鏡で歯茎を見て赤みを帯びていなければ（き

れいなうすいピンク色ならば）正常です。 

 

また、健康な歯ぐきの形は、

歯と歯の間に入り込んで弾

力があるものです。 

 

歯周病も症状が進行するにつれて、炎症の５大兆

候が顕著に現れるようになる病気ですから、目で

見える兆候も見逃さないようにしましょう。 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．４５

歯周病って？（７） 

しらき歯科クリニック 

安八町東結４８１－１ ℡.０５８４－６２－６６７７ 

健康な歯ぐき 




